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 コレステロール基とアクリロイル基を導入した cholesterol-bearing pullulan（CHP）を自己組織化さ
せて CHPOA nanogelを作成した．これを架橋して NanoClik gelとし，凍結融解と凍結乾燥を行って
NanoCliP-FD matrix とした．また fibronectin コーティングと RGDC ペプチドの結合を行った
NanoCliP-FD matrix もそれぞれ作成した．NanoCliP-FD matrix に PBS を浸潤させて NanoCliP-FD gel
を作成すると，これは大きな孔が不整に結合した構造を呈した．ヒト線維芽細胞に XOLを導入し，
その懸濁液を fibronectin-coated NanoCliP-FD matrix に浸潤させると，得られた NanoCliP-FD gel内で
多数の XOL 導入細胞が仮足を延ばし，孔壁に沿って接着するのが観察された．骨芽細胞培地中で
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